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次
に
「
長
瀞
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に

掲
げ
ら
れ
た
基
本
方
針

・
観
光
産
業
を
軸
と
し
た
地
域
の
雇
用
の
創
出

・
新
し
い
人
の
流
れ
を
創
り
だ
す
定
住
・
交
流
の
活
性
化

・「
長
瀞
で
出
会
い
、
長
瀞
で
育
て
る
」
若
年
層
へ
の
支
援

・
町
民
の
幸
せ
な
生
活
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造

の
４
つ
の
事
項
に
基
づ
き
、ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
多
様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
町
民
の
視
点

に
立
っ
た
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
取
組
や
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
民
満
足
度
の
向
上

を
図
り
、
町
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
を

図
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
人
員
や
予
算
等
の
中
で
、
最
少
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
事
務
事
業
の
効
率
化
を

行
う
一
方
、「
意
識
改
革
」
と
「
創
意
工
夫
」
を
図
り
、
現
在

の
財
政
状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
よ
う
職
員
一
人
ひ
と
り
が

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
様
々
な
取
り
組
み
を
心
が
け
、
経
費
削
減

に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
従
来
の
計
上
方
法
に
と
ら
わ
れ
ず
に
全
て
の
事
業
の

見
直
し
を
行
い
、新
し
い
観
点
で
判
断
す
る
と
と
も
に
、新
規
・

既
存
事
業
に
か
か
わ
ら
ず
、
積
極
的
な
財
源
確
保
に
努
め
、
後

年
度
負
担
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
前
提
と
し
ま
し
た
の
は
、
基
本
構
想
に
掲
げ
ら
れ
た
、

当
町
が
施
策
を
実
施
す
る
う
え
で
の
５
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念

・
若
い
世
代
が
定
住
す
る
ま
ち
づ
く
り

・
安
心
と
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

・
美
し
い
自
然
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

・
地
域
の
支
え
合
い
と
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
町
民
と
の
協
働
と
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
基
づ
き
「
は
つ
ら
つ
長
瀞
」
の
実
現
を
目
指
し
、
効
率
的
か

つ
重
点
的
に
重
要
度
の
高
い
事
業
に
集
中
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
で
す
。

主
要
事
業
の
概
要

【
定
住
促
進
対
策
事
業
】

　
少
子
、
高
齢
化
の
進
展
す
る
当
町
に
若
者
世
帯
を
呼
び
こ
む

こ
と
で
人
口
減
少
を
抑
制
し
、
地
域
社
会
の
活
性
化
を
促
す
た

め
、
引
き
続
き
町
内
に
新
た
に
住
宅
を
取
得
す
る
若
者
夫
婦
世
帯

等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
若
者
の
定
住
化
を
推
進
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
事
業
】

　

こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
を
高
校
生
世
代
に
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
子
育
て
支
援
金
や
入
学
祝
い
金
の
交
付
、

学
校
給
食
費
の
一
部
公
費
負
担
な
ど
子
育
て
に
か
か
る
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
育
て
に
係
る
各
種
事
業
を

実
施
し
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
推
進
事
業
】

　

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
観
光
ト
イ
レ
や

ハ
イ
キ
ン
グ
ア
プ
リ
な
ど
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
幹
線
１
号
線
（
南
桜
通
り
）
整
備
事
業
】

　

こ
れ
ま
で
長
年
の
懸
案
事
項
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
通
称

「
南
桜
通
り
」
の
改
良
を
引
き
続
き
進
め
、
適
正
か
つ
安
全
な

道
路
管
理
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

～
そ
の
他
の
事
業
概
要
～

【
快
適
な
環
境
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

町
道
の
整
備
で
は
、
南
桜
通
り
を
含
め
た
町
道
５
路
線
の
改

良
事
業
を
は
じ
め
、
舗
装
修
繕
な
ど
の
維
持
管
理
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
で
は
、危
険
箇
所
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
道
路
照
明
灯
を
設
置
す
る
な
ど
交
通
安
全
施
設
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

　

町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
塚
越
団
地
の
外
壁
等
の
改
修
を
引

き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

防
災
、
危
機
管
理
に
つ
い
て
は
、
消
防
団
資
機
材
の
充
実
を

図
る
な
ど
消
防
団
の
円
滑
な
運
営
や
消
防
施
設
、
防
災
行
政
無

線
の
維
持
管
理
を
図
る
な
ど
、
災
害
に
備
え
た
事
業
に
も
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

環
境
衛
生
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
、
し
尿
処
理
、
市

町
村
整
備
型
浄
化
槽
、
ご
み
処
理
経
費
及
び
火
葬
場
経
費
を
負

担
す
る
ほ
か
、
上
水
道
に
つ
い
て
は
、
秩
父
広
域
市
町
村
圏
組

合
が
平
成
28
年
度
か
ら
事
業
を
所
管
す
る
の
で
、
そ
の
経
費
を

負
担
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
温
暖
化
対
策
事
業
と
し
て
住
宅
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
設
置
に
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

施
政
方
針

長
瀞
町
長
　
大 

澤 

タ 

キ 

江

　

３
月
９
日
㈬
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会

で
、
町
長
が
新
年
度
に
あ
た
っ
て
の
町
政
運
営
に
関
す

る
基
本
的
な
考
え
方
、
予
算
の
編
成
方
針
や
主
要
な
施

策
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
施
政
方
針
の
要
旨
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
編
成
の
方
針

 快適な環境と安心して暮らせるまちづくり
事　業　名 金　　額

長瀞地区公園整備事業 800万円
定住促進事業 1,000万円
下水処理事業 2億6,382万6千円
し尿処理事業 4,686万1千円
合併処理浄化槽設置整備事業 1,015万4千円
上水道事業 3,644万5千円
道路維持補修事業 591万円
道路台帳作成事業 793万2千円
道路施設点検事業 1,000万円
道路新設改良事業 5,650万円
河川改修事業 500万円
住宅管理事業 1,288万8千円
町営住宅長寿命化改善事業 851万円
幹線１号線（南桜通り）整備事業 5,000万円
非常備消防事業 1,422万5千円
消防施設維持管理事業 771万2千円
防災無線維持管理事業 1,674万2千円

 健康で生きがいのあるまちづくり
事　業　名 金　　額

長瀞町高齢者障がい者いきいきセンター運営管理事業 390万円
心身障害者等補助事業 946万1千円
障害者自立支援給付費事業 1億3,549万4千円
社会福祉協議会補助事業 2,831万6千円
シルバ－人材センタ－補助事業 1,030万円
国民健康保険事業 8,815万5千円
重度心身障害者医療費支給事業 1,938万1千円
ひとり親家庭等医療費支給事業 351万円
後期高齢者医療事業 1億333万6千円
介護保険事業 1億576万6千円
児童保育事業 1億4,393万1千円
放課後児童クラブ事業 1,680万5千円
子育て支援事業 367万円
児童手当事業 1億800万8千円
こども医療費支給事業 1,968万8千円
ちちぶ医療協議会事業 1,000万円
成人健康推進事業 756万4千円
母子保健事業 691万3千円
予防接種事業 1,541万4千円
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施
設
整
備
並
び
に
農
作
物
の
種
苗
費
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
す
る
な
ど
農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
者
が
経
営
に
必
要
な
資
金

を
借
り
入
れ
た
場
合
の
利
子
補
給
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
資
金

の
助
成
を
引
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
町
は
埼
玉
県
を
代
表
す
る
観
光
地
で
す
が
、
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
観
光
情
報
館

を
中
心
に
多
彩
な
観
光
情
報
の
提
供
を
行
う
ほ
か
、
観
光
施
設

の
整
備
を
実
施
す
る
と
と
も
に
桜
や
観
光
施
設
の
維
持
管
理
等

を
行
い
、
更
な
る
観
光
地
と
し
て
の
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

【
心
豊
か
な
人
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
】

　

学
校
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
整
備
を
始
め
、
学
校
施
設
・
設
備

の
充
実
や
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
の

外
国
人
講
師
に
よ
る
語
学
指
導
、
特
別
支
援
教
育
学
校
支
援
員

の
配
置
な
ど
引
き
続
き
小
中
学
校
の
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け

た
取
組
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
学
へ
の
援
助
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
小
中
学
校
入
学
祝
金
の
支
給
、
育
英

奨
学
金
と
入
学
準
備
金
の
貸
与
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
の
推
進
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

中
央
公
民
館
や
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
、
生
涯
を
通
じ
て
意
欲

的
に
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
施
設
の
維
持
管
理
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

【
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

社
会
福
祉
の
充
実
に
お
い
て
は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費

事
業
を
は
じ
め
、
子
育
て
支
援
事
業
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事

業
な
ど
を
進
め
て
い
く
ほ
か
、
こ
ど
も
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭

等
医
療
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
、
い
わ
ゆ
る
福
祉
３
医
療
の

医
療
扶
助
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給
対
象
に
つ
い
て
は
高
校
生
世
代

ま
で
拡
大
い
た
し
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
で
は
、
各
種
事
業
を
実
施
し
早
期
発
見
、
早
期

治
療
の
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
健
康
維
持
や
生
活
習
慣

病
の
予
防
を
推
進
し
、
引
き
続
き
町
民
の
健
康
増
進
を
図
る
ほ

か
、
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を
対

象
と
す
る
人
間
ド
ッ
ク
助
成
を
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ち
ち
ぶ
医
療
協
議
会
に
よ
り
、
救
急
医
療
や
予
防

医
療
等
の
地
域
医
療
の
維
持
、
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
介
護
保
険
に
つ

い
て
は
、
医
療
給
付
費
等
の
増
加
な
ど
制
度
の
運
営
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
安
心
し
て
医
療
や
介
護
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
基
盤
づ
く
り
に
努
め
る
と

と
も
に
、
国
や
県
に
対
し
て
制
度
の
見
直
し
や
充
実
の
要
望
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
活
力
の
あ
る
産
業
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域
農
業
の
活
性
化
と
農
業

経
営
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
生
産
者
団
体
及
び
観
光
農
業
の

　

歴
史
と
文
化
の
伝
承
に
つ
い
て
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で

あ
る
旧
新
井
家
住
宅
の
改
修
を
行
う
な
ど
引
き
続
き
文
化
財
の

保
護
・
活
用
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
安
全
安
心
な
給
食
の
充
実
を
図
る

た
め
、
給
食
用
食
器
の
更
新
を
行
う
ほ
か
、
引
き
続
き
給
食
費

の
一
部
を
公
費
負
担
し
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
町
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
】

　

住
民
の
行
政
へ
の
参
画
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
、
長

瀞
地
区
公
園
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
進
め
て
い
く
ほ

か
、「
長
瀞
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基

づ
く
矢
那
瀬
地
区
拠
点
づ
く
り
構
想
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

開
か
れ
た
行
政
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
安

全
管
理
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
の
発
行
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
運
営
管
理
に
関
す
る
事
業
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

計
画
的
な
行
財
政
運
営
の
確
立
に
つ
い
て
は
、
町
政
運
営
の

基
本
的
な
方
針
と
な
る
次
期
総
合
振
興
計
画
策
定
を
行
う
ほ
か
、

地
方
公
会
計
整
備
を
行
う
の
に
必
要
な
固
定
資
産
台
帳
の
策
定

及
び
公
共
施
設
等
を
管
理
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
整
備
に
要
す
る
財
源
を
確
保
す
る
た
め
の

基
金
を
設
置
す
る
ほ
か
、
町
税
の
適
正
な
賦
課
徴
収
等
を
推
進

し
、
自
主
財
源
の
確
保
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
新
火
葬
場
の
建
設
や
上
水

道
の
広
域
化
な
ど
広
域
的
な
行
政
課
題
に
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
い
く
ほ
か
、
ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
い
た
各
種
事

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
国
や
県
の
政
策
判
断
や
経
済
情
勢
の
変
化
に
影

響
を
受
け
、
当
町
を
と
り
ま
く
情
勢
に
も
変
化
が
生
じ
る

状
況
も
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
諸
施
策
の
実
現
は
、
私
ひ
と
り
で
実
現
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
行
財
政
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
を
私
を

は
じ
め
職
員
一
人
ひ
と
り
が
十
分
認
識
し
た
う
え
で
事
業

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 心豊かな人をはぐくむまちづくり
事　業　名 金　　額

英語講師派遣事業 343万3千円
学校コンピューター整備事業 701万8千円
学校施設等改修事業 489万円
特別支援教育学校支援員事業 543万1千円
児童安全対策事業 136万8千円
小中学校入学祝金支給事業 248万円
育英奨学資金、入学準備金貸与事業 360万円
私立幼稚園就園奨励費補助事業 526万7千円
公民館管理運営事業 1,208万6千円
旧新井家住宅改修事業 806万1千円
学校給食施設維持管理事業 3,971万9千円

 活力のある産業を育てるまちづくり
事　業　名 金　　額

農業振興対策事業 269万3千円
緑の村管理事業 718万4千円
町商工会補助事業 500万円
中小企業経営対策利子補給事業 414万1千円
観光施設管理事業 816万2千円
魅力ある観光地づくり推進事業 2,218万3千円
インフォメ－ション事業 362万円
長瀞町観光振興支援事業 713万円

 町民と行政との協働によるまちづくり
事　業　名 金　　額

マイナンバー安全管理措置事業 237万6千円
公共施設整備基金事業 1,000万円
総合振興計画策定事業 673万1千円
ちちぶ定住自立圏事業 1,500万円
固定資産台帳整備及び公共施設等
総合管理計画策定事業 1,545万5千円

地方創生事業 311万1千円
賦課徴収事業 2,577万4千円
借入資金償還事業 3億3,203万6千円
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■
町
長
提
出
議
案

◇
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て��

　
（
長
瀞
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

平
成
27
年
12
月
28
日
付
け
で
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
を
専
決
処
分
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
公
共
施
設
整
備
基
金
条
例

　

公
共
施
設
の
整
備
資
金
に
充
て
る
た
め
、
長
瀞

町
公
共
施
設
整
備
基
金
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

土
地
開
発
基
金
条
例
に
つ
い
て
廃
止
す
る
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
蓬
莱
島
公
園
設
置
及
び
管
理
条
例

　

大
字
井
戸
地
内
の
蓬
莱
島
及
び
周
辺
を
整
備
し
、

公
園
と
し
て
使
用
及
び
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る

た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
行
政
不
服
審
査
法
関
係
手
数
料
条
例

　

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正
に
伴
い
、
手
数

料
条
例
を
制
定
す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◇
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の

　

整
備
に
関
す
る
条
例

　

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の

　

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条

　

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

　
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例

　

行
政
不
服
審
査
法
の
全
部
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
証
人
等
の
実
費
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
特
別
職
や
他
団
体
の
議
会
議
員
の
期
末
手

当
の
引
上
げ
、
職
員
の
勤
勉
手
当
の
引
上
げ
に
併

せ
て
議
会
議
員
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
改
定
を

行
う
も
の
で
す
。

◇
町
長
等
の
諸
給
与
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
や
他
団
体
の
特
別
職
の
期
末
手
当
の
引
上
げ
、

職
員
の
勤
勉
手
当
の
引
上
げ
に
併
せ
て
、
町
長
、

副
町
長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
に
つ
い
て
も
改

定
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

　

国
家
公
務
員
及
び
他
団
体
の
職
員
と
の
給
与
の

均
衡
を
図
る
た
め
、
給
料
月
額
の
見
直
し
、
勤
勉

手
当
の
引
上
げ
等
を
実
施
し
た
い
た
め
、
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

　

人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

　

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
法
令
の
改
正
等
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
平
成
27
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，
６
４
８
万
９
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
34
億
６
９
５
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
27
年
度
長
瀞
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
，
２
４
３
万
２
千

円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
を
10
億
７
，
１
９
８

万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
27
年
度
長
瀞
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算(

第
３
号)

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、
２
，
５
６
２
万

４
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額
を
７
億
３
，
３

４
４
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
28
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算

◇
平
成
28
年
度
長
瀞
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

予
算

◇
平
成
28
年
度
長
瀞
町
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

◇
平
成
28
年
度
長
瀞
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

　

計
予
算

　

新
年
度
予
算
を
決
定
す
る
も
の
で
す
。
一
般
会

計
・
特
別
会
計
予
算
の
概
要
は
、
５
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

◇
埼
玉
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地

　

方
公
共
団
体
の
数
の
増
加
及
び
同
組
合
の
規
約

　

変
更
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
埼
玉
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
に
草
加
八
潮
消
防
組
合
を
加
入
さ
せ
る

こ
と
及
び
同
日
か
ら
皆
野
・
長
瀞
上
下
水
道
組
合

が
名
称
を
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
埼
玉
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

て
協
議
す
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

３
月
31
日
に
任
期
が
満
了
と
な
る
、
外と

の
い
け池

秀ひ
で
ひ
こ彦

氏
を
引
き
続
き
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

３
月
31
日
で
辞
職
す
る
、
宮み

や
は
ら原

利と
し
さ
だ定

氏
の
後
任

に
野の

口ぐ
ち　

清き
よ
し

氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◇
長
瀞
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

３
月
31
日
に
任
期
が
満
了
と
な
る
、
矢や

な
い内
哲て

つ
ろ
う郎

氏
の
後
任
に
野の

ぐ
ち口
健け

ん
い
ち一
氏
を
任
命
す
る
こ
と
に
つ

い
て
同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

平
成
28
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算
な
ど

24
議
案
を
可
決

３
月
定
例
会
報
告

　

３
月
９
日
㈬
、
10
日
㈭
に
平
成
28
年
第
１
回
長
瀞
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

議
会
で
は
、
町
長
提
出
議
案
24
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
名
の
議
員
が
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
案
の
内
容

　総務省と経済産業省は、平成28年6月1日
を期日として、「平成28年経済センサス－活
動調査」を実施します。
　全国のすべての事業所及び企業を対象に、産
業分野における事業所・企業の経済活動の状
況を全国的・地域別に明らかにすることを目
的としており、国が行う調査の中でも特に重
要かつ大規模な調査です。調査へのご理解・
ご回答をよろしくお願いいたします。

問合せ 　企画財政課企画財政担当　　　
☎６６・３１１１　内線２２１

平成28年経済センサス活動調査のお知らせ
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自
主
財
源

40.6％

依
存
財
源

59.4％

町税

繰入金

8億4,899万4千円（26.8％）
皆さんに納めていただく税金で、町民税、
固定資産税、軽自動車税など

2億6,528万8千円（8.4％）

5,000万円（1.6％）

町の貯金にあたる財政調整基金などから
繰り入れるもの

地方交付税 10億5,000万円（33.2％）
町税で賄いきれない財源を補うために国から
交付されるもの

県支出金 1億6,969万4千円（5.4％）
特定の事務事業に対し、県から交付されるもの

その他 1億7,200万1千円（5.3％）

繰越金
前年度からの繰越金

1億2,191万9千円（3.9％）その他

衛生費 4億7,852万2千円（15.1％）
保健事業、環境衛生のために使われる経費

公債費 3億3,203万6千円（10.5％）
道路や学校などの整備のために借り入れた
お金を償還するための経費

教育費 2億7,841万円（8.8％）
学校教育、社会教育、社会体育のために
使われる経費

土木費 1億7,445万1千円（5.5％）
町道の新設、改良、補修や町営住宅の維持管理
のために使われる経費

議会費 4,337万2千円（1.4％）
議会の運営のために使われる経費

商工費 5,464万4千円（1.7％）
商工業の振興、観光事業のために使われる経費

その他 525万7千円（0.2％）

（　）内は構成比

総務費 7億7,772万2千円（24.6％）
人件費、庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収、選挙などに使われる経費

消防費 1億7,803万6千円（5.6％）
消防活動、防災対策のために使われる経費

民生費 8億2,501万9千円（26.0％）
社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉
のために使われる経費

農林水産業費 1,944万5千円（0.6％）
農林業の振興のために使われる経費

町債 2億3,740万円（7.5％）
建設事業の財源に充てるため借り入れるもの

国庫支出金 2億5,161万8千円（7.9％）
特定の事務事業に対し、国から交付されるもの

　当町のまちづくりの基本となる、平成28年度の当初予算が３月定例議会で決まりました。
　一般会計の予算額は、31億6,691万4千円で、前年度と比較すると、8,964万4千円（2.8％）の減額となりました。
　今年度予算は、地方交付税や地方譲与税などが増加したものの、国・県支出金や分担金及び負担金などの減収が見込まれ
る厳しい財政状況の中、一般行政経費の見直しと削減を図りつつ、予算の硬直化に対応するため、事業ごとに査定を行う「一
件査定方式」により、必要な事業に重点的かつ効率的な予算配分を行いました。

◎歳　出 ◎歳　入

31億6,691万4千円（前年度比 △ 2.8％）

一　般　会　計

特　別　会　計

 問合せ�　企画財政課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２１

国民健康保険特別会計
10億2,810万4千円
（前年度比　＋4.5％）

介護保険特別会計
7億4,558万9千円
（前年度比　△0.4％）

後期高齢者医療特別会計
9,529万1千円

（前年度比　＋7.5％）

※事業の執行にあたっては、限られたお金を有効に使い、
町民生活の向上を図り、効率的な行財政運営に努めてまい
ります。

【自主財源と依存財源】…町が自主的に収入できる財源を自
主財源といい、国や県の制度により定められた額が交付され
たり、割り当てられたりする収入を依存財源といいます。

平成28年度当初予算の概要平成28年度当初予算の概要 町民とともに進める
　　　　　まちづくり
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　第７回井戸・風布
地区文化展が２月
２０日㈯～２１日㈰
に、井戸農村センタ
ーで行われました。
　この文化展は、実
行委員会の皆さんが中心となり、大人から小中学
生・幼児までの作品を展示し、地区の交流を図る
ことを目的に平成２１年から始められました。
　総勢７５名の約１２０点の作品（写真・工芸・
絵画・手芸・書道・俳句・鉢物など）が展示され、
たくさんの方々が訪れ熱心に鑑賞していました。
� 【２月２０日】

第７回井戸・風布地区文化展
　埼玉県食生活改善推進員団体連絡協議会創立４５周
年記念に係る感謝状授与式がさいたま市民うらわ大ホ
ールで行われ、町食生活改善推進員協議会会長の玉川
静江氏が食生活改善功労者として埼玉県知事より感謝
状が贈呈されました。この感謝状は住民の食生活を通

じて、健康増
進に功績があ
った食生活改
善推進員に贈
られ今回の受
賞となりまし
た。
�【２月１０日】

平成２７年度食生活改善功労者知事感謝状表彰

　平成２７年度交通
安全功労者等表彰式
が、知事公館で行わ
れ、町交通指導員の
中畝稔氏が交通安全
功労者として、県知
事より感謝状を贈呈
されました。中畝氏

は、下校時の交通安全指導や町内各種イベント時で
の安全確保など多岐にわたる活動により、町交通安
全の推進に長年にわたり献身的に尽力されたことが
評価され、今回の受賞となりました。�【２月４日】

交通安全功労者等表彰（県交通安全対策協議会表彰）

　長瀞町中央公民館が平成２８年３月３日、第６８
回全国優良公民館として文部科学大臣表彰を受賞し
ました。長瀞町中央公民館では、１０年以上にわた
り介護予防事業に積極的に取り組んでおり、講座参
加者が地域で
指導者として
活躍するなど、
その功績が認
められ今回の
受賞となりま
した。
�【３月３日】

第６８回全国優良公民館表彰受賞

「行政書士による困りごと相談」
が始まります

　４月から「行政書士による困りごと相談」
を開催します。相続・遺言・成年後見、離婚、
会社・NPO法人設立といった具体的なもの
から、「どこに相談すればよいかわからない」
といったものまで、埼玉県行政書士会秩父支
部から派遣された行政書士が、無料で皆様の
お悩みにお答えします。相談内容についての
秘密は守られますので、お気軽にお出かけく
ださい。予約は不要です。
　日　程　毎月第３月曜日
　時　間　午後１時から午後３時まで
　場　所　長瀞町役場　３階小会議室１
 問合せ 　総務課自治振興担当　　　　　

☎６６・３１１１　内線２１３

雲海写真展出品者募集
　秩父ミューズパーク内にて開催予定の雲海写真
展への出品者を募集いたします。秩父盆地の雲海
写真を出品してみませんか。
応募資格　特に無し　　出 品 料　無料
展示会場　秩父ミューズパーク多目的ハウス（展望台駐車場徒歩１分）
展示期間　５月２６日㈭～６月２６日㈰　午前９時３０分～午後４時
　　　　　（作品多数の場合は、期間内に展示作品を入れ替えます）
規　　格　テーマ：秩父地域で撮影した雲海の写真
　　　　　サイズ：Ａ４サイズのプリント
　　　　　　　　　（作品は、カラー・白黒・セピア等いずれも可）
応募点数　１人２点まで
応募方法　５月１５日㈰必着
　　　　　〒３６８-０１０２　秩父郡小鹿野町長留２５１８
　　　　　秩父ミューズパーク管理事務所　写真展応募係
　　　　　までご応募ください。

 問合せ 　秩父ミューズパーク管理事務所　☎２５・１３１５
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　平成２５年４月から公共下水道計画区域外の地区を対象に、浄化槽市町村整備型事業を実施しております。
　地域の清潔で快適な生活環境と美しい水環境をよりよくするため早期工事のご協力をお願いします。
　なお、切換工事は分担金制度・補助金制度があります。詳しくは当組合又は下記の指定工事店にお問い合わ
せください。� � � � � � �

　平成２８年４月１日に組合の水道事業が秩父広域市町村圏組合に移り、団体名称も「皆野・長瀞下水道組合」
に変更になりました。（旧名称　皆野・長瀞上下水道組合）
　今後は引き続き下水道や浄化槽、し尿処理などを行います。事務局も移転になりますので、今後のお問い合
わせは下記までお願いします。

 問合せ 　皆野・長瀞下水道組合事務局　住所　秩父郡長瀞町大字中野上２３４－１　☎６６・０７４７

皆野・長瀞下水道組合浄化槽市町村整備型事業指定工事店一覧 平成２８年４月１日現在
番号 工　事　店　名 電話番号 番号 工　事　店　名 電話番号
１ シンテック㈱ ６６・０４５７ 11 黒澤窯業㈲ ６２・０１５２
２ ㈲浅見管工 ６５・０５３６ 12 ㈲髙橋工務店 ６６・１１１８
３ ㈱一志工業 ６６・３０４３ 13 ㈱岡田工務店 ６２・３２３６
４ ㈱中村工務店 ６２・０４５８ 14 ㈲長瀞土木 ６６・２４８７
５ 町田鉄工所 ６２・０３０４ 15 ㈲秩北給排水サービス ６６・２２１１
６ ㈲新井水道設備 ６２・４５２５ 16 樋口水道設備 ６６・２０３５
７ ㈲黒澤鉄工所 ６２・０１２６ 17 髙田電気興業 ６６・２６０５
８ ㈲河内電設 ６２・０７５４ 18 ㈲伊藤衛生社 ６２・０５２８
９ ㈱ヒマワリ建設 ６６・３０６１ 19 ㈲黒澤水道設備（皆野支店） ６２・４６８６
10 金室住宅設備工事店 ６２・５３９５ 20 添田設備 ６６・２８４２

※単独処理浄化槽から合併処理浄化槽へ転換することで、川への汚れを１／８に減らすことができます。

 問合せ 　皆野・長瀞下水道組合　下水道課（浄化槽担当）　長瀞町大字中野上２３４－１
☎６６・０７４７　Ｆhttp://www.minanaga.or.jp/

単独浄化槽・汲み取り式トイレからの合併処理浄化槽への切換工事実施のお願い

＜皆野・長瀞下水道組合に名称が変わりました＞

浄化槽切換工事（本体工事）
（分担金）５人槽　１０２，０００円、７人槽　１１３，４００円、１０人槽、　１３８，０００円
※別途付帯工事等は個人負担等になります。※配管・槽撤去等に関しましては補助金制度があります。

第十回特別弔慰金について
　現在、戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（第十回特別弔慰金）の申請受付期間中ですが、申請者ごとに添
付書類が異なる等のため、事前に下記担当と相談・確認のうえ手続きを進めるようにしてください。
�相談・確認方法�
　相談・確認は予約制で行います。お手数ですが、予め電話等で日時を調整してから、来庁してください。
�支給対象者�
戦没者等の死亡当時のご遺族で、基準日（平成２７年4月１日）において、｢恩給法による公務扶助料｣ や
｢戦傷病者戦没者遺族等救護法による遺族年金｣ 等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次
の順番による先順位のご遺族お一人に支給されます。
�支給順位�
　１．平成２７年4月１日までに戦傷病者戦没者遺族等救護法による弔慰金の受給権を取得した方
　２．戦没者の ｢子｣
　３．戦没者の ｢父母｣ ｢孫｣ ｢祖父母｣ ｢兄弟姉妹｣
　　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たしているかどうかにより、順番が替
　　　　わります。
　４．上記１から３以外の戦没者等の三親等内の親族 ｢甥、姪等｣
　　　※戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上の生計関係を有していた方に限ります。
�その他�
　申請は平成３０年4月２日までに行うようにしてください。それ以降は時効となり、申請できなくなります。

 予約・問合せ 　健康福祉課福祉担当　☎６６・３１１１　内線１２７�



問合せ　健康福祉課 ☎66・3111　健康担当134・135　福祉担当124・128　介護保険担当133　地域包括支援センター132
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紙おむつ・指定有料ごみ袋支給のお知らせ

更 生 相 談
　身体障害者の更生援護に必要な専
門的な知識・技術についての相談及
び指導を実施しています。補装具の
処方及び適合判定、施設入所の判定、
その他医療相談を無料で受けること
ができます。

�手足・体の障害の相談

　４月１１日㈪　熊谷児童相談所
　予約制ですので、早めに健康福祉
課（６６・３１１１内線１２８）へ
ご連絡ください。

◆対象となる方
　町内に住んでいて、常におむつ等を必要とする在宅の方で、次のいずれかに該当する町民税非課税の方
　◎４０歳以上の要介護認定を受けている方で、区分が要介護３以上に認定された方
　◎身体障害者手帳の交付を受けている方で、肢体不自由で１・２級の方か、ぼうこう直腸機能障害がある３歳以
　　上の方
　◎療育手帳の交付を受けている方で、Ⓐ・Ａの障害がある３歳以上の方
◆申　請
　紙おむつの支給を希望される方は健康福祉課に申請してください。
　※既に紙おむつの支給を受けている方は申請の必要はありませんが、ごみ袋の支給については申請が必要となり
　　ます。
◆支給方法
　紙おむつの支給は、町が委託した業者が各家庭に配達します。また、紙おむつの支給は１か月あたり３，２４０円
相当分が支給の限度となりますので、その金額を超える場合は、自己負担となります。

 問合せ�　健康福祉課　☎６６・３１１１（障害者分）福祉担当　内線１２４、１２８
　　　　　　　　　　　（要介護認定者分）地域包括支援センター　内線１３２、１３３

「子どもスマイルネット」に相談してみませんか

　いじめや体罰、子育てなど子ども（原則１８歳未満）に関わるあ
らゆる悩みについて、県民の方から電話相談を受けつけています。

　　相談専用電話　☎０４８（８２２）７００７
　　受 付 時 間　毎日　午前１０時３０分～午後６時
　　　　　　　　　　　(祝日・年末年始を除く)

※�いじめや体罰など子どもの権利侵害に関する相談で、環境改善を
希望される場合には、希望により「埼玉県子どもの権利擁護委員
会」が面接相談(予約制)を行い、関係機関と協力しながら問題の
解決に取り組みます。

 問合せ 　県福祉部こども安全課　児童権利擁護担当

紙おむつの支給をしています

指定有料ごみ袋を支給します！！
　子育て家庭の応援、少子高齢化対策として、紙おむつ排出用ごみ袋（指定有料ごみ袋）を支給します。
対　象　者　・０歳から３歳の誕生月までの乳幼児
　　　　　　　・町の「紙おむつ支給事業」の対象者
支 給 枚 数　１人につき可燃ごみ２０ℓ袋(中型)を１か月５枚、年間６０枚
　　　　　　　※申請月からの支給になりますので、４月中にお越しください。
配 付 方 法　・健康福祉課窓口で配付します。
　　　　　�　　・乳幼児での対象の方は、世代間交流支援センター「ひのくち館」でも配付
　　　　　　　　します。（ひのくち館は午前中のみ）
持参するもの　乳幼児での対象の方は、町から配付された支給カードを持参してください。

 問合せ�　健康福祉課福祉担当　☎６６・３１１１　内線１２４
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平成28年度ホストファミリー募集！
　ワンナイトステイ事業（１泊２日）
として、外国人の日本語教師を受け入
れていただけるご家庭（ホストファミ
リー）を募集しています。
　なお、申込用紙は町のホームページ、
または総務課窓口で配布しています。

対　象　日 申込期限
６月２５日㈯～２６日㈰ ５月１３日㈮
７月２３日㈯～２４日㈰ ６月１０日㈮
８月　６日㈯～　７日㈰ ７月　１日㈮
問合せ　総務課自治振興担当　
　　　　☎６６・３１１１　内線２１３
埼玉県食品表示調査員の
　募集について
対　象　県内在住で20歳以上の人
任　期　平成２８年６月～２９年３月
内　容　食品販売店で日頃の買物を通し

て食品の表示を確認し、定期的
に県に報告（年間２０店舗程度）

研　修　６月７日㈫（さいたま市内）
か９日㈭（熊谷市内）のいず
れかで受講

謝　金　報告に応じ年間で５，０００円
定　員　100人（選考）
申　込　４月２１日㈭（必着）までに、

埼玉県ホームページから電子
申請サービス、はがき又はＦ
ＡＸにて、住所、氏名（フリ
ガナ）、電話番号、年齢、職
業、応募理由（100字程度）
を明記の上、県農林部農産物
安全課にご応募ください。選
考結果は5月末までにお知ら
せします。

申込み・問合せ
県農林部農産物安全課
総務・食品品質表示担当
〒３３０－９３０１
　さいたま市浦和区高砂３－１５－１

お知らせ
第39回はつらつ長瀞ゴルフ大会

日　　時　５月５日（祝日）
場　　所　埼玉長瀞ゴルフ倶楽部
対 象 者　町内在住在勤者及び当町関係者
参 加 費　３，０００円
プレー費　７，９８０円（食事代込）
主　　催　長瀞ゴルフ協会
申込期限　４月２２日㈮
申込み・問合せ
　　　　　大会役員及び事務局
　　　　　（黒沢ガラス店）
� Ｂ６６・３２４６

憲法記念無料法律相談会
　法律問題でお悩みではありませんか。
弁護士が無料で相談に応じます。年１
回の機会ですので、ぜひご来場ください。
日　時　５月７日㈯
　　　　　午前１０時～午後１時
　　　　※当日受付（午後０時３０分まで）
場　所　熊谷市立商工会館　２階大ホール
　　　　（熊谷市宮町２－３９）
相談員　埼玉弁護士会熊谷支部所属弁護士
問合せ　埼玉弁護士会熊谷支部
　　　　☎０４８・５２１・０８４４

離職中の看護職の方は届出が必要です
　法律の改正により、看護職の資格を
お持ちで就業していない方は県ナース
センターへ届出が必要になりました。
転居や出産育児等で離職した方は届出
をお願いいたします。
届出方法　埼玉県看護協会ホームペー
　　　　　ジ上の「とどけるん」のペー
　　　　　ジから入力による届出、又
　　　　　は上記問合せ先にて詳しく
　　　　　ご案内いたします。
問 合 せ　埼玉県ナースセンター　
　　　　　☎０４８・８２４・７２２０

　　　　☎０４８・８３０・４１１０
　　　　Ｂ０４８・８３０・４８３２
埼玉県ホームページ・電子申請サービス
Ｆhttp://www.pref.saitama.lg.jp
　/a0907/cyousain.html
Ｈa4070-06@pref.saitama.lg.jp

長瀞町スポーツ少年団新入団員募集！
　長瀞町スポーツ少年団は、６団体で
約２００名の団員が元気に活動してい
ます。各団新入団員を募集しています
ので興味がある方は、各団体へお問い
合わせください。
■長瀞ジャイアンツスポーツ少年団（野球）
　　小島　博明　　☎６６・１１１０
■長瀞町空手道スポーツ少年団（空手）
　　平　　和也
　（連絡先�大沢）☎090・2333・1944
■長瀞修心館剣道スポーツ少年団（剣道）
　　小笠原正人　　☎６６・３４３５
■ＦＣ長瀞スポーツ少年団（サッカー）
　　四方田美徳　　☎６６・２７９０
■長瀞ミニバスケットボールクラブ
　スポーツ少年団（ミニバス）
　　櫻井　　徹　　☎６６・３０７０
■長瀞スターズソフトボールスポーツ
　少年団（ソフトボール）
　　大野　智弘　　☎６６・３１９４
問合せ　教育委員会生涯学習担当
　　　　☎６６・３１１１　内線３０５
『ゴールデンコンサート』
　－ちちぶオペラが贈る春の調べ－
日　時　４月２９日㈮　午後２時開演
　　　　午後１時３０分開場
場　所　秩父ミューズパーク音楽堂
出　演　薗田真木子・細岡雅哉
　　　　山口由里子・青地英幸
　　　　ちちぶオペラ合唱団
　　　　スタジオFits・童謡くらぶ
　　　　伴奏＜鈴木啓三・高橋牧子＞
入場料　２，０００円
問合せ
　ちちぶオペラ実行委員会
　☎２２・４３８８（茶房木亭）
　☎０９０・３３３１・３２９７（新井）

長瀞通り抜けの桜ライトアップ
　宝登山の麓にある不動寺周辺の八重
桜、約５００本をご覧いただけます。
ウコンやギョウイコウなど珍しい八重
桜が３０種類ほどあり、色とりどりの
桜を観賞できます。
期　間　４月１５日㈮～２４日㈰
時　間　午後５時～午後９時
費　用　２００円（観光協力金として）
※期間中は午前９時から午後５時まで
　にお越しの場合も観光協力金をいた
　だきます。
※ライトアップや見頃の日程は開花の
　状況により変更になる場合がありま
　すので、長瀞町観光協会までお問い
　合わせください。
問合せ　（一社）長瀞町観光協会　
　　　　☎６６・３３１１

　皆さまに納めていただく町税は、町の運営に欠かせない大切な財源で
す。
　納期限内に納められていない町税については、督促状や催告書等文書
のご送付に加え、納税推進コールセンターから、電話によりお知らせし
ます。電話があった際には、納め忘れが無いかもう一度ご確認をお願い
します。
�納税推進コールセンター実施期間 
平成28年4月1日～平成29年3月31日（土・日、祝日含む）
※実施しない月もあります。

 問合せ 　税務課管理担当　☎６６・３１１１　内線１１２、１１６

納め忘れの町税を電話でお知らせします!
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今月の
介護保険料

■特別徴収（平成２８年度第１期）※今月支給される年金から天引きされます。
■普通徴収（平成２７年度随時第２期）※納期限は５月２日㈪です。
　※口座振替をご利用の方は４月２６日㈫が振替日となりますので、残高をご確認
ください。

　※介護保険料（普通徴収）の納め忘れはありませんか。介護保険料を滞納すると、
滞納期間に応じて保険給付の制限を受ける場合があります。介護サービスが必
要となった時に安心してサービスを利用できるよう、保険料の納付にご協力を
お願いします。

 問合せ 　健康福祉課介護保険担当　☎６６・３１１１　内線１３３

　学生の皆さんも、２０歳になったら、必ず国民年金に加入し、保険料を納めることが法律で義務付けられています。
　しかし、学生本人の収入が一定額以下のときには、申請により保険料の納付が猶予される学生納付特例制度があり
ます。
申請手続き

申請先　秩父年金事務所又は役場町民課
持ち物　学生証、印鑑、年金手帳
　前年度に学生納付特例が承認され、翌年度も引き続き同一の学校に在学される方には、日本年金機構から申請
書（はがき形式）が送られます。翌年度の手続きは、その申請書に必要事項を記入して、日本年金機構埼玉事務
センターへ提出するだけです。
※�在学する学校などが変わった方は、はがき形式の申請書では申請を行えませんので、あらためて窓口で申請し
てください。

対象になる学生
　大学（大学院）、短大、高等学校、専修学校及び各種学校（※１）などに在学する２０歳以上の学生（※２）が
対象です。
　本人の前年所得が１１８万円を超えるときは、この特例の対象になりません。（学生に扶養親族がいる場合、限
度額は引き上げられます。）
　（※１）�各種学校の対象は、学校教育法に規定される各種学校（修業年限１年以上）です。また、文部科学大臣が指定した課程の海外

大学（日本分校）の学生の方も含まれます。
　（※２）夜間・定時制課程や通信課程の方も含まれます。

申請して認められると
　この特例の対象期間は、年金額には反映されませんが、老齢基礎年金の受給資格期間に算入されます。また、
事故や病気で障害が残った場合に、障害基礎年金が支給されます。死亡の場合は、遺族（「子のある妻」と「子」）
に遺族基礎年金が支給されます。
　学生納付特例期間の保険料は、１０年以内であれば、申出により追納することができます。追納する保険料の
額は、承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降は、当時の保険料に経過期間に応じた加算額が上乗
せされます。

 問合せ 　秩父年金事務所　☎２７・６５６０

学 生 納 付 特 例 制 度

国 家 公 務 員 募 集
　人事院は平成２８年度中に次の採用試験を行います。受験案内等は人事院ホームページ内で確認できます。詳し
くは人事院関東事務局までお問い合わせください。
 総合職試験（院卒者試験、大卒程度試験）  
　受 付 期 間　４月１日㈮～１１日㈪　第１次試験日　５月２２日㈰（※受験案内等はホームページ掲載）
 一般職試験（大卒程度試験）  
　受 付 期 間　�４月８日㈮～２０日㈬　第１次試験日　６月１２日㈰（※受験案内等はホームページ掲載）
 一般職試験（高卒者試験、社会人試験（係員級）  
　受 付 期 間　インターネット　６月２０日㈪～２９日㈬　郵送・持参　６月２０日㈪～２２日㈬
　第１次試験日　�９月４日㈰（※受験案内等は５月９日～配布等開始）
　【注】各試験の申込みはインターネットにより行ってください。

 問合せ 　人事院関東事務局　☎０４８・７４０・２００６～８
　Ｆhttp://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm
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日　時　６月２日、９日、１６日、２３日、
　　　　３０日、７月７日
　　　　毎週木曜日　午後６時～９時
費　用　受　講　料　３,０００円　
　　　　テキスト代　３,０２４円
申込み　往復はがき又はホームページで、
　　　　５月１日～１０日までに申込み

問合せ 　熊谷高等技術専門校　秩父分校　
　　　　☎２２・１９４８

　Ｆ http://www.pref.saitama.lg.jp/soshiki/b0808/

　住宅にHEMS（ヘムス）を設置し、併せて、エネファーム、
太陽熱、地中熱、蓄電池、電気自動車充給電設備（V2H）のい
ずれか一つ以上を設置する方へ補助を行います。
補助内容　HEMS：２万円
　　　　　他設備：（新築の場合）３万円
　　　　　　　　　（既築の場合）６万円
※HEMS（ヘムス）：住宅の太陽光発電や蓄電池、家電などを
ネットワーク化し、エネルギー使用量を管理できる設備

問合せ 　県環境部温暖化対策課　　　　　　　　　
エコエネルギー推進担当　　　　　

☎０４８・８３０・３０４２
　Ｂ０４８・８３０・４７７７

　Ｈ a3030-02@pref.saitama.lg.jp

対　　　　象　高濃度ＰＣＢ含有機器
　　　　　　　（安定器・汚染物）
特別登録期間　平成２８年４月から９月まで
特別登録料　ドラム缶１本あたり2,000円
問合せ 　中間貯蔵・環境安全事業（株）　　

☎０３－５７６５－１９１７・１９３５
県産業廃棄物指導課　　　　　　

☎０４８－８３０－３１４８

（特別登録期間中の登録で処理料金が３％割引）

介護支援専門員（ケアマネ )試験準備講習
介護支援分野の受講生募集

「たくましい
� 男の子になあれ★★」

広報「ながとろ」では、毎号
満１歳～１歳半位までの赤ち
ゃんを紹介しています。掲載
を希望される方は、お子さん
の顔写真にコメント（２０文
字以内）を添え、掲載したい
広報発行月の前月１日までに
郵送又は直接企画財政課（２
階）までお申込みください。
申込書は町のHPよりダウン
ロードできます。応募が多く
希望月に掲載できなかった方
は、順次掲載いたします。

「元気いっぱい！！明るく
優しい子に育ってね♥」

★わが家のアイドル★�１歳になったよ!!

問合せ 　企画財政課企画財政担当　☎６６・３１１１　内線２２２

応募方法

ちゃん
（上宿中宿区）

佐久間寿
ひさ

杜
と

くん 守 屋 日
ひ

葵
まり

（矢那瀬下郷区）

県立熊谷高等技術専門校
秩父分校　からお知らせ

住宅用省エネ設備の導入支援を行います！

高濃度ＰＣＢ廃棄物の処理には
事前登録が必要です

666666666666666
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】

人のうごき　平成28年3月1日現在
2月中の届出

人　口 ７，４７９人（-　５） 転　入 1６人
男 3，６６０人（-　５） 転　出 1５人
女 3，81９人（±　０） 出　生 1人　（男1人・女０人）
世帯数 2，９００戸（-　1） 死　亡 　７人　（男3人・女４人）

◆初期救急医療◆
　入院の必要がなく外来で処置できると思われる帰宅可能な救急患者

◆二次救急医療◆
　入院治療を必要と思われる救急患者、救急車にて搬送された重症救急患者

○平日、休日の救急医療体制につい
ては秩父郡市医師会ホームページ
でもご確認いただけます。
　http://chichibu-ishikai.jp/
○医療機関の都合で変更になること
があります。
　秩父消防署北分署
　☎６2・７11９でご確認ください。

休日診療所
診療時間：午前10時～午後５時

在宅当番医
診療時間：午前９時～午後６時

４月３日

医師会休日診療所
（内・小）
熊木町

☎23－8５６1

片田医院（外・内）　　　　　　　下影森　　☎22－18０1
４月1０日 小鹿野中央病院（診療科はお問い合わせください）　小鹿野町　☎７５－2332
４月1７日 健生堂医院（外・内）　　　　　　東町　　　☎22－０2７０
４月2４日 小鹿野中央病院（診療科はお問い合わせください）　小鹿野町　☎７５－2332
４月2９日 長瀞医新クリニック（内・外・泌）　長瀞町　　☎６６－1０００
５月１日 近藤医院（婦・内）　　　　　　　日野田町　☎22－００４3
５月３日 あいおいクリニック（内・肝内・消内）　相生町　　☎2６－７００1
５月４日 原医院（脳外・内）　　　　　　　小鹿野町　☎７2－8０88
５月５日 秩父生協病院（内）　　　　　　　阿保町　　☎23－13００

診療時間：午前８時30分～翌日の午前８時30分
４月３日 秩父病院　　　和泉町　☎22－3０22
４月1０日 皆野病院　　　皆野町　☎６2－６3００
４月1７日 秩父市立病院　桜木町　☎23－０６11
４月2４日 皆野病院　　　皆野町　☎６2－６3００
４月2９日 秩父市立病院　桜木町　☎23－０６11
５月１日 皆野病院　　　皆野町　☎６2－６3００
５月３日 秩父市立病院　桜木町　☎23－０６11
５月４日 秩父病院　　　和泉町　☎22－3０22
５月５日 秩父市立病院　桜木町　☎23－０６11
※午後６時以降は、必ず電話で確認のうえ受診してください。
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　独立行政法人国際協力機構（JICA・ジャイカ）では
技術や経験を活かして開発途上国でボランティア活動
を行う「青年海外協力隊」および「シニア海外ボラン
ティア」を募集します。
募集期間　４月１日㈮～５月９日㈪【消印有効】
応募資格　５月９日現在で日本国籍を持つ満２０歳～３９

歳の方（青年海外協力隊）と満４０歳から満
６９歳の方（シニア海外ボランティア）

【体験談＆説明会】
　　　　　制度説明、JICA�ボランティア経験者の体

験談、応募相談など行いますので、この機
会にぜひお越しください。

日　　時　４月１９日㈫　午後７時～９時
場　　所　大宮ソニックシティホール４階
参 加 費　無　料
申込方法　当日直接会場にお越しください。

 問合せ 　ＪＩＣＡ青年協力隊事務局　　　　　
☎０３・５２２６・９８１３

Ｈ jicavolunteer-boshu@jica.go.jp
Ｆ www.jica.go.jp/volunteer/

　自動車学校のコースを利用した、危機回避･安全走行
等の体験型講習の参加者を募集します。
　日　付　４月１７日㈰�
　時　間　午前９時～正午�
　会　場　秩父自動車学校�
　対　象　６５歳以上の普通免許以上取得者�
　定　員　１０人�
　持　参　運転免許証・眼鏡等条件の人は眼鏡等�
　申込み　４月１２日㈫までに下記へお申込みください。

 問合せ 　長瀞町役場総務課　☎６６・３１１１
内線２１３

平成２8年度ＪＩＣＡボランティア募集

高齢者四輪体験スクール

税務課・町民課窓口
●日曜開庁日　午前９時～正午　午後１時～午後５時
　４月２４日㈰
◆税務関係諸証明の交付　◆納税　◆住民票の交付
◆戸籍謄本・抄本の交付　◆印鑑登録、印鑑証明書の交付
※住基ネットを利用した住民票の広域交付はできません。


